


ペストコントロールはただの害虫駆除ではありません！

（ ）有害生物・感染症から
人と社会を守ります

必要なのはプロの専門技術！
確かな技術で迅速かつ適切に応えます

●多くの都道府県ペストコントロール協会で感染症予防衛生隊を組織
●迅速かつ適切に対応するために、日頃から講習会や訓練を実施
●行政からの緊急要請を受け、感染症の初期制圧のため防疫活動を実施
●地震・台風・集中豪雨・津波の被災地等、多岐にわたって活動

◦家畜伝染病（高病原性鳥インフルエンザ、口蹄疫、豚下痢症など）のまん延防止
◦食中毒菌（腸管出血性大腸菌Ｏ-157・ノロウイルス）の消毒
◦デング熱・その他感染症発生時の蚊等の防除

家畜伝染病まん延防止のため、消毒ポイントでの車両消毒

デング熱国内感染発生による代々木公園での蚊成虫駆除

東日本大震災津波被災地での防疫活動に対する厚生労働省、環境省からの感謝状

感染症対策講習会を開催

東日本大震災津波被災地での防疫活動

１つの協会では対応できない場合には
近隣のペストコントロール協会がバックアップします

大規模かつ広範囲な対応が必要となった際には、
（公社）日本ペストコントロール協会が中心となり、
全国のペストコントロール協会が連携しバックアップします

（ ）いざというときのために
ペストコントロール協会に

ご相談ください

大規模災害対策は？

機材は？ 薬剤は？ 技術者は？

輸入感染症対策は？ 感染症媒介蚊対策は？

Public Health Significance of Urban Pests

抜　粋

～都会にもみられる害虫類による感染症の、まん延を警告～
（2008年　ＷＨＯ　ＥＵオフィスから発信）

北米におけるウエストナイル熱のまん延や、ヨーロッパや北米のライム病のまん延は、都市害
虫が環境や人々の健康に対し潜在的な脅威を強く示すシグナルであり、注意深くアセスメントす
る必要性があります。
近年の住環境、都市の郊外への無秩序な広がり、気候変動等が害虫や害虫が媒介する病気を増
加させているようです。
状況や変化を適切に評価し、理解しなくてはなりません。
また、航空機や車などの交通手段は、潜伏期間にある感染症患者を大陸から大陸へと運び、急
速にまん延拡大を引き起こすことをSARSまん延から学びました。


